　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
全　研　究　業　績　一　覧

氏　名　　　　　　　　　　　　　　（記名可）　　　　　　　　　年　　月　　日現在
　　

R1：査読付学術論文（学会誌等）

R2：著書

R3：査読付国際会議論文

R4：査読無学術論文（依頼論文）

R5：査読付学術論文（紀要）

R6：その他

その他
[外部資金獲得状況]	（代表のみ）
科学研究費補助金


科学研究費以外














以下別紙とすること（片面印刷）

その他（以下の項目は例示）
【査読無国際会議論文】

【査読無学術論文（紀要）】

【報告書】

　[学会報告]（報告集、開催案内等で確認できるもの）
　
　[翻訳]

　[資料紹介]





※ただし上記項目のうち、著書、学術論文と同等に扱えるものがある場合には、前ページのその他に記載すること


















以下別紙とすること（片面印刷）

その他（以下の項目は例示）

【査読無国際会議論文】

【査読無学術論文（紀要）】
1）「○○の考察」、『○○紀要』12巻3号、21～33頁、2024年3月。
2）筑波花子、筑波太郎「○○関する考察」、○○大学文学部『○○紀要』16集、120～145頁、2023年10月。

【報告書】

【学会報告】（報告集、開催案内等で確認できるもの）
　 1）「○○について」（○○学会第3回年次大会報告）、2024年3月、○○大学。

【翻訳】

【資料紹介】



記　入　例

全　研　究　業　績　一　覧

氏　名　　　○　　○　　○　　○（記名可）　　　　　　　２０○○年○月○日現在

*equally contribution , ** Corresponding Author　※共同第一著者や責任著者を主張する業績がある場合

R1：査読付学術論文（学会誌等）
　○1）筑波花子，「○○の考察」，『○○学会論文集』，12巻3号，（12頁）　[印刷中]。
　○2）Taro Ibaraki*, Hanako Tsukuba*, “Japan and China, 1900-1910,” J. Asian Stud, Vol. 2, No. 4, pp. 30-41, 2019.
※全研究業績一覧においては学術雑誌名の略称も可
…
　　
R2：著書
○1）筑波花子，茨城太郎，「○○に関する研究」，○○出版社，330頁，2022年
2）筑波花子，「第○章○○○」○○～○○頁，（○○編『○○○の研究』○○出版，○○頁），2021年
○3）筑波花子，「○○に関する研究」○○～○○頁，（○○○研究会編『○○の分析』○○大学出版部，○○頁）2020年
…

R3：査読付国際会議論文
　○1）Hanako Tsukuba, “On the Disclosure of Diplomatic Records,” Proceeding of 17th International Congress of East Asian History, Macao, China, 14 pages,  2018,
…

R4：査読無学術論文（依頼論文）
1）筑波花子「○○○に関する研究」『○○○○ジャーナル』○○号、○○～○○頁、2013年3月。

R5：査読付学術論文（紀要）
1）筑波花子、筑波太郎「○○について」、○○大学文学部『○○紀要』24集、120～130頁、2015年10月。




参考
[外部資金獲得状況]（代表のみ）
科学研究費補助金
１）2023年度～2025年度基盤研究（B）
　　　　○○の研究
　　　　1,500万円（うち直接経費1,154万円）
2023年度○○万円、2024年度○○万円、2025年度○○万円

２）2021年度～2023年度基盤研究（C）
　　　　○○に関する研究
　　　　299万円（うち直接経費230万円）
　　　　2021年度○○万円、2022年度○○万円、2023年度○○万円

科学研究費以外
　１）2023年度　○○財団研究調査助成
○○に関する研究
500万円（うち直接経費400万円）



「全研究業績一覧」の記入要領

[bookmark: _Hlk206103790]１　ワープロソフト等で作成すること。Ａ４判用紙を用いて，上下左右とも２cm程度の余白をとること。氏名は印刷による記名でよい。なお，必要に応じて英語版書式を用いること。
２　年号は西暦で記載すること。
３　「全研究業績一覧」には，R1～R6の研究業績の区分ごとに発表年の逆順に番号を付して業績を記載すること。研究業績目録に記載したものは，番号の前に○を付すること。該当する業績のない区分は省略すること。
４　専門学術著書や学術論文についての記載方法は研究業績目録の記入要領・記入例に従うこと。
５　印刷中のものは「印刷中」と明記したうえで記載できる。「研究業績目録」に掲載した業績以外の業績に関しては，発行者の刊行(出版)証明書等の書類は添付しない。
[bookmark: _Hlk206406597]７　「参考」として，外部資金獲得状況を必須項目として記載すること。その他の業績については、以下別紙とすること（片面印刷）以下に記載すること。
８　外部資金獲得状況には，公募により競争的に審査され，所属機関以外から研究代表者として獲得した研究助成について，期間，助成機関，助成の種別・名称，研究課題，間接経費を含む助成総額，うち直接経費総額を，助成期間の新しいものから順に記載すること。助成が複数年度にわたっている場合は，年度ごとの配分額も併せて記載すること。なお，該当する研究助成の獲得歴がない場合は，「該当実績なし」と記載すること。科学研究費と科学研究費以外に区分して記載することが望ましい。
①科学研究費については，特別研究員奨励費は記載しないこと（履歴書の職歴として日本学術振興会特別研究員の履歴を記載すること）。
②科学研究費以外については，JST次世代研究者挑戦的研究プログラムは記載しないこと。
９　「研究業績目録」に「博士論文」を記載した場合は，最初に記入すること。
（記載例）１．博士論文
○「○○に関する研究」（○○大学○○研究科）、2018年、200頁。
10　記入例について
記入例に厳密に従わなくとも，業績の特定ができ，かつ，その頁数及び発表時期が明記できていれば，それぞれの組織や研究分野の様式に従って記載してよい。

